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AあさをE･舵息… u血obse鵬tion of stratospheric aerosols was started串Sen血i (38* N,且40* E) , Typical恕鶴OIs

王ayets were ohはYed w舶ascattering ratio of 2-3.5 at畠height of i`ト18ぬi. This paperr甲orts on stratosph由C

飴代将ol s layers or噛ned by Mと･Pinatubo s erupution, and d soめout thin cloud 一ayer I n clear Sfey.

仁　はじめに　成層圏丘アロゾルが､地縁温暖化やオゾン層破壊などの鞄壊環境に及ぼす

良子の-つであると雷われでから久しい.また.呈昨年の劉こ噴火したどすツ蔚山により噴

き上げられた参堂な火山灰は､その盤盛期には薩逮日射盤を3分の2までに減少させた｡こ
のように成層厳正アuゾルは我々の生存と密接に開達しでおり､エアロ'ゾル層の高度､厚さ､
密度などにつ汀でラ･イダーで常時観測する意義裾大きい｡輝車､気象研究所を中心にピサツ

ポ火揖灰による成層勘エア田ゾル僧の跳調のためのライダー観対'網が構築された.尊者らも､
Nd:YAGレーザを光源として0.53&皿1.06/i血のライダーを間作し､この親潮網に参加
している｡本文は､試伸したラ･tダ-システムと初期の河謹結果について報告する｡

24　システム構成　ライダーの諸元をT亀bl紺こ示す｡システム紘.基本的には0.53/4恥
且,06m血の乏披最ライダーであり､短波長は成層観エアロゾル観測系で燭光解消皮滑走が可

能な舶轟旦　細盈且盈elフォトンガウンテイングを孫頗している｡一方､長波長は賓の高度､厚
さ観潮系として使周される｡シュミット･カセグレン望遠鏡からの出射光は. 5.8皿m車の

視野絞草月こ無慮を轄び､ダイクロイック･ミラーで短故盈信号光と濃酸度億号光に分魅され

た後､先攻掲瀞に向かうQ　短波濃光学系には､パルス計数のダイナミック･レンジを大きく

とるための発意開墾周のNDフィルターが押入されている｡なお塵観潮系は日下望歯車であ
るが､光娩出署には波畏旦･06/i血で高い盈予熱琴を宥するSi APDを周いることを計画をし
てい●る｡
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3.溺愛讃

短鍍展観潜系の梨縛が終了した

2月よ野鶴滑に入った｡今冬は構

蜜堂は平年に比べると少なかった

が. 2月､ 3月は雪雲や.後で触

れる垂れ的な星空にもかかわらず

招魂する薄い賓に覆われることが

多く.残念ながらなかなか観潮チ

ャンスに寛まねなかった｡

Fig.1に,得られた典型的なライ

ダー資唐悟号を示す｡高度8Eh前
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Fig.1 Typical received signa且

後に2層の賓の存在が確認できる℡歯車の指数関数カ-プほUS-1976標準東部をデルをプ臼ッとしたものである

軌　この大気をデブかカープにライダー受信僑号がフィットすることから､この2層の実の厚さは薄いと縄浦され

る｡な乱このときの実験は噂天で星空であり､蜜を視認することはできなかったgこのような薄い雲は高度6一

旦伽に発生することが多いことも観潮の結果わかった｡

Fiif.1の受信信号からもとめた散乱係数(scausri喝Raiio)をFig.2に示す｡国より､高度iOK皿､

16監皿_　まき監血近辺に散乱係数の極大鰭がある℡観滞日である3月5日には,つくば(寓象研究所)でも

弼じ韓なずT･タが得られており,このことからピナアポ建B噴火から20カ月韓た現在､成層圏皿ア田ゾ

ル屑の務鑑は,永野に降下していることが判明したV

鮎dht
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Bg.まS地相ratio evs血弧由fID皿聯血色地軸息弧伽血5,1993

4.歯わSlに　故ムー現在緒発車の2枚長ライダ-のシステム諸声と得られている祝園データについて述べた.
今後､さらにシステムの整備を進めていく｡
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